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１　はじめに

令和７年度一般会計予算につきましては骨格予算と
して編成し、新年度のスタートを切ることができまし
たことは、ひとえに市議会をはじめ、多くの皆様のご
理解とご協力の賜物であると、心から感謝を申し上げ
ます。
今回の補正予算では、第５次朝霞市総合計画に掲げ
ている将来像を実現するため、また、私が先の市長選
挙で市民の皆様にお示しした政策の実現に向け、就任
後、関係各所の皆様のご意見を伺いながら協議と調整
をさせていただき、予算を編成いたしました。私は市
民の皆様とともに「つよくゆたかな百年都市　朝霞」
をつくるために、全力で取り組んでまいりますので、
議員各位をはじめ、市民の皆様には何とぞ温かいご理
解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
さて、政府は、物価高や賃金および調達価格の上昇
に対応しつつ、デフレを脱却し、新たなステージとな
る「賃上げと投資が牽

けん
引する成長型経済」への移行の

実現を目指して、重要政策課題に必要な予算措置を講
じた令和７年度予算に基づき、さまざまな施策を進め
ております。効果的な施策の実施により、我が国の経
済の回復と持続的な発展が確かなものとなることに期
待しているところです。
市民の暮らしに大きな影響を及ぼす我が国の経済
状況は、２月の労働力調査によると、完全失業率は、
2.4%と前月と比べて0.1ポイントの低下で、前年平
均の2.5%と比べても0.1ポイント低下し、社会経済
活動は緩やかな回復の兆しがあるものの、３月の消費
者物価指数では、前年同月比で3.6%の上昇となって
おり、実質賃金はマイナスの状況にあることから、依
然として厳しい状況が続いております。
このような中、埼玉県の毎月勤労統計調査では、給
与総額は上昇しているものの、食品や光熱費などの物
価の上昇に賃金の伸びが追い付いていない状況が続い
ていることから、本市においても、市民の皆様の日々
の暮らしに大きな影響があるものと認識しております。
また、全国的に少子化が進んでおり、令和５年の合
計特殊出生率は「1.20」と過去最低となり、出生数が

72万人と前年度と比べて４万人の減となっておりま
す。
本市では、令和５年の合計特殊出生率は「1.15」で、
前年よりも「0.1」減少し、全国平均よりも低い状況と
なったものの、人口は緩やかな増加傾向にあることか
ら、これを維持・上昇させるためには、今後も「子育
てがしやすいまち」を推進することが必要と感じてお
ります。
また、将来の人口減少・少子高齢社会に対応するた
めには、市民の利便性の向上や窓口業務のコストの削
減を図ることができるデジタル環境の整備が有効なこ
とから、デジタルに不慣れな方への配慮も行いながら、
やさしさをともなうデジタル化を進めていくことが必
須であると考えております。
さらに、近年は大雨による自然災害が各地で発生し
ており、本市におきましては、記録的短時間大雨情報
が発表された昨年の７月31日には、市民の皆様が命
を守るための行動を速やかにとることができるよう、
情報発信や避難所開設などを実施しました。今後も市
民の皆様に必要な情報を迅速に発信するなど災害対策
をさらに進めていくことが必要と考えております。
また、令和７年１月28日には八潮市内で下水道管
の破損に起因すると思われる道路陥没事故が発生し、
水道や都市ガス、電話等の使用ができない状況となり、
また、道路の復旧には長期間を要することから現在も
交通規制が続いており、市民生活への影響は甚大なも
のとなっております。
本市におきましては、老朽化したインフラの事故等
で市民の皆様が困ることのないよう、下水道管等の適
正な維持管理を確実に進めていくことが必要と考えて
おります。

２　令和７年度の重点事業

このような認識のもと、令和７年度においては、
「子育て支援の充実」、「デジタル化の推進」、「災害対
策の推進」を重点的に実施する取り組みとして位置づ
け、施策を進めてまいります。

令和７年度　施政方針
～私が　暮らしつづけたいまち　朝霞～

　松下市長は、令和７年第２回市議会定例会において、令和７年度の市政運営の基本方針となる、施政方針を述
べました。ここでは、その概要についてお知らせします。なお、予算の内容については、広報あさか８月号に掲
載します。
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〇子育て支援の充実
令和７年度から「こども家庭センター」を設置し、
妊娠期から子育て期までを包括的に支援し、母子保健
機能と児童福祉機能の一体的な相談支援を行う体制の
構築を進めております。新たな取り組みとして子育て
支援アプリの導入により、プッシュ型のサービスへの
転換を進めるとともに、緊急サポート事業の導入によ
り、既存のファミリーサポート事業では対応が難しい
夜間、早朝の利用が可能となります。産後ケアについ
ては、現在の訪問指導に加え、ショートステイやデイ
サービスを開始し、安心して子育てができるよう支援
してまいります。
〇デジタル化の推進
情報発信の１つとして現在利用している LINE の朝
霞市公式アカウントの機能を拡張することで、災害時
も通常時も便利に使える情報提供ツールとして、利用
者に応じた配信等を可能とします。公設公営保育園で
は業務の ICT化により、保護者と保育園の双方向の
連絡が取りやすくなることで、保育の質の向上と保育
士の負担軽減を図ります。総合窓口課では、手数料の
収納方法として新たにキャッシュレス決済を導入しま
す。また、市民会館、コミュニティセンター、市民セ
ンター、産業文化センター、公民館のほか、中央公園
陸上競技場、総合体育館などの体育施設では、公共施
設予約システムの予約段階での使用料のキャッシュレ
ス決済を可能とすることで、市民の利便性を高めると
ともに、市の業務の効率化につなげてまいります。
〇災害対策の推進
令和６年度に改定した「朝霞市地域防災計画」に基
づき、市民目線でわかりやすく、身近に備えていただ
ける防災啓発冊子を作成して公開することで、日頃か
らの防災意識の醸成を図ります。また、県が整備した
衛星系防災行政無線の老朽化が進んでいることから、
全面的な再整備を行うことで、非常時の連絡体制を継
続してまいります。

３�　第５次朝霞市総合計画の４つの基本概念に
沿った、新たな施策 　　

　第５次朝霞市総合計画で定める将来像「私が　暮ら
しつづけたいまち　朝霞」の実現に向けて設けました
４つの基本概念、「安全・安心なまち」、「子育てがし
やすいまち」、「つながりのある元気なまち」、「自然・
環境に恵まれたまち」に沿って、新たな施策などを申
し上げます。

〇「安全・安心なまち」
•�高齢者安心見守りサービスを拡充します
•�東橋側道橋の改修を実施します

•�自転車通行領域整備として矢羽根型表示の設置等を
行います
•�朝光苑の施設改修工事や総合福祉センターの空調機
の改修工事、北朝霞公民館の屋上防水等の改修工事
を行います
•�市庁舎長寿命化改修の実施設計や栄町保育園の建物
診断を行います
•�下水道管路の全国特別重点調査に基づく劣化状況の
調査を行います
〇「子育てがしやすいまち」
•�子育て支援センターで、配慮の必要な児童の家庭も
安心して利用できる一時預かりを開始します
•�令和７年度から放課後子ども教室を第六小学校と第
八小学校で開始しています
•�第六小学校に校内教育支援センターを設置します
•�教職員や支援員の研修としてサポーターズカレッジ
を導入します
〇「つながりのある元気なまち」
•�令和８年度に開催されるねんりんピック埼玉大会の
リハーサル大会を今年度に実施します
•�アピアランスケア用品購入費を補助します
•�若年がん患者ターミナルケア在宅療養生活支援を行
います
•�在宅重症心身障害児レスパイトケア事業への補助を
行います
•�ろう通訳・フィーダーの養成を行います
〇「自然・環境に恵まれたまち」
•�特別緑地保全地区や都市公園の枯損木を伐採し、倒
木等による事故防止や斜面林などを適正に管理しま
す
•�景観に配慮したバス待ち環境の充実を図るためのベ
ンチを設置します
•�都市公園のベンチのリニューアルを行います

そのほか、戦後80年の節目にあたり、戦没者追悼
式を実施し、平和を祈念する機会とします。朝霞地区
４市共用火葬場の設置について、志木市、和光市、新
座市と連携を図りながら、基本計画の策定および民間
活力導入可能性調査を進めてまいります。
最後に、令和５年度に着手した第６次総合計画の策
定につきましては、令和８年度の始期に向けて引き続
き市民の皆様のご意見を伺いながら、新たな朝霞の未
来像の構築に取り組んでまいります。

以上のような基本的な考え方に基づきまして、編
成いたしました令和７年度（2025年度）一般会計予算
の累計額は、前年度当初予算に対し、1.8％増の521
億１万1,000円でございます。
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